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【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 17日 (2007.5.17)
【 誤 訳 訂 正 １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 書 類 名 】 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 平 版 印 刷 板 用 の 支 持 体 と し て 使 用 さ れ る ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 に 圧 延 す
る の に 適 合 し た 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で あ っ て 、
　 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 成 分 、
Si 0.05～ 0.20重 量 ％ 、 好 適 に は 0.06～ 0.14重 量 ％
Fe 0.15～ 0.40重 量 ％ 、 好 適 に は 少 な く と も 0.2重 量 ％
他 の 成 分  0.05重 量 ％ で 、 、 合 計 0.15重 量 ％
Al 残 部

、
　 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 は 、 化 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 Fe／ Siの 重 量 比 は 、 2.5～ 5.5で あ る 請 求 項 1記 載 の

。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 Fe含 有 量 は 、 0.25～ 0.4重 量 ％ で あ る 請 求 項 1ま た は 2記 載 の

。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 は 、 0.25 ml/100 g以 下 で あ る 請 求 項 1～ 3の い ず れ か に 記
載 の 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 羽 毛 状 お よ び ／ ま た は 柱 状 を 含 ん で な る 請 求 項 1～ 4の い
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ず れ か に 記 載 の 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 500μ m以 上 の 長 さ の 粒 子 を 含 ん で な る 請 求 項 1～ 5の い ず れ か に 記 載 の

。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 請 求 項 1～ 6の い ず れ か に 記 載 の を 製 造 す
る 方 法 で あ っ て 、
　 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 溶 融 体 を 準 備 、 所 望 に よ り 溶 融 体 を 脱 ガ ス 、
溶 融 体 を 鋳 造 す る と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 溶 融 体 を 、 少 な く と も 60 mm/分 の 鋳 造 速 度 で 鋳 造 す る 請 求 項 7記 載
の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 平 版 印 刷 板 用 の 支 持 体 と し て 使 用 さ れ る 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 で あ っ
て 、
　 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 成 分 が
Si 0.05～ 0.20重 量 ％ 、 好 適 に は 0.06～ 0.14重 量 ％
Fe 0.15～ 0.40重 量 ％ 、 好 適 に は 少 な く と も 0.2重 量 ％
他 の 成 分  0.05重 量 ％ で 、 、 合 計 0.15重 量 ％
Al 残 部
　 こ と を 特 徴 と す る 合 金 板 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 Fe／ Siの 重 量 比 は 、 2.5～ 5.5で あ る 請 求 項 9記 載 の 合
金 板 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 Fe含 有 量 は 、 0.25～ 0.4重 量 ％ で あ る 請 求 項 9ま た は 10記 載 の

合 金 板 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 固 溶 体 中 の 鉄 は 、 0.0018～ 0.0051 重 量 ％ で あ る 請 求 項 9～ 11の い ず
れ か に 記 載 の 合 金 板 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 請 求 項 9～ 12の い ず れ か に 記 載 の 合 金 板 を 製 造 す る 方
法 で あ っ て 、
　 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 溶 融 体 を 準 備 、 所 望 に よ り 溶 融 体 を 脱 ガ ス 、
溶 融 体 を 鋳 造 し て を 形 成 、 を 圧 延 し て ア ル ミ ニ ウ ム 合 金
板 を 形 成 す る と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 溶 融 体 を 、 少 な く と も 60 mm/分 の 鋳 造 速 度 で 鋳 造 す る 請 求 項 13記
載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 請 求 項 9～ 12の い ず れ か に 記 載 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 を 含 ん で な る
、 平 版 印 刷 板 用 の 支 持 体 で あ っ て 、
　 支 持 体 表 面 、 電 解 こ と を 特 徴 と す る 支 持 体 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 電 解 用 の 電 解 液 と し て 、 硝 酸 を 使 用 す る 請 求 項 15記 載
の 支 持 体 。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 請 求 項 15ま た は 16記 載 の 支 持 体 と 、 そ の 表 面 の フ ォ ト ク ロ ミ ッ ク 層
と を 含 ん で な る 平 版 印 刷 板 。
　 　 【 請 求 項 １ ８ 】 　 平 版 印 刷 板 用 の 支 持 体 と し て 使 用 さ れ る 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 含

鋳 造 材 料 で あ っ て 、
　 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 成 分 、
Si 0.05～ 0.20重 量 ％ 、 好 適 に は 0.06～ 0.14重 量 ％
Fe 0.15～ 0.40重 量 ％ 、 好 適 に は 少 な く と も 0.2重 量 ％
他 の 成 分  0.05重 量 ％ で 、 、 合 計 0.15重 量 ％
Al 残 部

、
　 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 は 、 化 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
（ 技 術 分 野 ）
　 本 発 明 は 、 電 解 平 版
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印 刷 板 用 の 支 持 体 に 適 合 し た ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 に 関 す る 。 こ の 目 的 に 実 際
に 使 用 さ れ て い る 合 金 は 、 AA 1050A系 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で あ る 。 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 、

、 特 に 硝 酸 電 解 液 を 用 い た 電 解 し た 場 合 に 、 種 々 の 表 面
欠 陥 を 示 さ な い よ う な 満 足 の ゆ く

を 達 成 す べ く 、 溶 融 金 属 か ら 圧 延 金 属 板 ま で の 多 数 の 変 工 程 に 対 し 、 注
意 を 払 う べ き で あ る 。 本 発 明 は 、 良 好 な を 示 す ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 お よ び
そ の 経 済 的 な 製 法 に 関 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 従 来 の 技 術 ）
　 EP-A-0581321は 、 平 版 印 刷 板 用 の 支 持 体 の 製 造 法 を 開 示 し て お り 、 こ の 製 法 に よ れ ば 、
溶 融 ア ル ミ ニ ウ ム か ら 直 接 、 ア ル ミ ニ ウ ム を 連 続 鋳 造 し て 、 薄 板 を 形 成 し 、 得 ら れ た 薄 板
を 冷 間 圧 延 し 、 熱 処 理 し 、 平 滑 矯 正 処 理 し 、 次 い で

し て い る 。 こ の ア ル ミ ニ ウ ム 支 持 体 の 成 分 は 、 0.4%～ 0.2%の Fe、 0.20%～ 0.05%の Si
、 0.02%以 下 の Cuお よ び Al（ 99.5%以 上 の 純 度 ） で あ る 。 鋳 造 品 の 粒 径 は 、 2～ 500μ mで あ
る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 EP-A-0672759の 開 示 に よ れ ば 、 平 版 印 刷 板 用 の 支 持 体 は 、 0＜ Fe≦ 0.2重 量 ％ 、 0≦ Si≦ 0
.13%、 99.7%≦ Al、 お よ び 不 可 避 的 不 純 物 （ 残 部 ） を 含 ん で な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 先 行 文 献 〔 S Brusethaug: special print of the documentation of 8th ILMT, 1987, 
Loeben - Vienna〕 は 、 （ direct chill） 鋳 造 圧 延

に お け る も み の 木 （ fir-tree） 構 造 に 対 す る プ ロ セ ス パ ラ メ ー タ ー の 作 用 を 開 示 す
る 。 こ の 文 献 は 、 90 mm/分 の 鋳 造 速 度 お よ び Fe/Si比 率 ＝ 2の 組 成 を 開 示 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 先 行 文 献 〔 Light Metals：  1999, p. 749～ 754 （ Furu）  〕 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 板 の
バ ン デ イ ン グ （ banding） に 対 す る 、 鋳 造 の 微 構 造 お よ び そ の 後 の 処 理 に つ い て の 作
用 を 開 示 す る 。 ま た 、 こ の 文 献 は 、 も み の 木 構 造 の 問 題 お よ び 使 用 し た 種 々 の
化 （ refining） に 関 し 、 B:Tiの 比 率 を 変 化 さ せ て 検 討 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
（ 発 明 の 開 示 ）
　 本 発 明 の １ つ の 要 旨 に よ れ ば 、 本 発 明 は 、 平 版 印 刷 板 用 の 支 持 体 と し て 使 用 さ れ る ア ル
ミ ニ ウ ム 合 金 板 に 圧 延 す る の に 適 合 し た 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で あ っ て 、
　 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 成 分 、
Si 0.05～ 0.20重 量 ％ 、 好 適 に は 0.06～ 0.14重 量 ％
Fe 0.15～ 0.40重 量 ％ 、 好 適 に は 少 な く と も 0.2重 量 ％
他 の 成 分  0.05重 量 ％ で 、 、 合 計 0.15重 量 ％
Al 残 部

、
　 当 該 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 は 、 化 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る

を 提 供 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Fe／ Siの 重 量 比 は 、 2.5～ 5.5、 好 適 に は 2.5～ 4.9と す る こ と が で き る 。 Fe／ Siの 重 量 比
の 上 限 値 は 、 よ り 好 適 に は 、 4.5で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Si含 有 量 は 、 よ り 好 適 に は 0.08～ 0.10で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Fe含 有 量 は 、 よ り 好 適 に は 0.25～ 0.4、 よ り 好 適 に は 0.25～ 0.35で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 適 に は 、 本 発 明 の 合 金 に 使 用 さ れ る 一 次 ア ル ミ ニ ウ ム の 純 度 は 、 99.5 %で あ る 。 こ の
グ レ ー ド の ア ル ミ ニ ウ ム は 、 容 易 に 市 場 か ら 入 手 で き 、 99.7%純 度 の
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よ り も 、 安 価 で あ る 。 一 次 ア ル ミ ニ ウ ム は 、 不 可 避 的 に 鉄 を 含 ん で お り 、 こ
の 鉄 は 、 工 程 に お い て 不 純 物 と し て 混 す る 。 鉄
は 、 固 体 ア ル ミ ニ ウ ム 中 へ の 不 溶 性 が 非 常 に 高 い た め 、 鋳 造 構 造 に お い て 、

二 相 金 属 間 粒 子 と し て 存 在 す る 。 合 金 に お い て 、 鉄 含 有 量 が よ り 多
ほ ど 、 こ れ ら 金 属 間 相 の 容 積 分 率 お よ び 数 密 度 （ number density） は 、 よ り 大 き

く な る 。 0.15～ 0.40重 量 ％ 、 好 適 に は 0.25～ 0.35重 量 ％ の 鉄 含 有 量 を 得 る に は 、 一 般 に 、
基 金 属 ス メ ル タ ー （ smelter） へ の 鉄 添 加 す る 必 要 が あ る 。 上 記
含 有 量 の 鉄 は 、 ３ つ の 理 由 か ら 望 ま し い 。 第 １ に 、 そ の 後 の サ ー モ メ カ ニ カ ル 処 理 に よ る
再 結 晶 化 に お い て 、 核 の 形 成 に 充 分 な ほ ど の 粗 粒 子 (coarse particle)を 提
供 す る こ と が で き

る 。 第 ２ に 、 多 量 の 鉄 が 粗 粒 子 と し て 存 在 す る も の の 、 各 樹
脂 状 組 織 の 中 央 に 充 分 な 濃 度 の 鉄 が 存 在 す る こ と が 保 証 さ れ る 結 果 、 中 間 焼 鈍
温 度 に お い て 、 実 質 的 に 過 飽 和 と な り 、 こ れ に よ り 、 当 該 組 織 は 、 中 間 焼 鈍 の 間 に 、

核 の 析 出 お よ び 成 長 に よ っ て 、 固 溶 体 中 、 一 定 の 鉄 濃 度 を 達 成 す る
こ と が で き る 。 よ く 知 ら れ て い る よ う に 、 電 解 を 制 御 す る 一 次 フ ァ ク タ ー
は 、 固 溶 体 中 の 種 々 の 元 素 に よ る 作 用 の 組 み 合 わ せ で あ る 。 こ の た め 、 こ の 組 み 合 わ せ に
よ っ て 、 粒 を 横 断 す る 全 て の 位 置 に お い て 、 一 定 の 電 解 を 保 証 す る こ
と を 促 進 す る こ と が で き る 。 第 ３ に 、 固 溶 体 中 の 均 一 な 鉄 に よ っ て 、
微 構 造 は 、 最 終 ゲ ー ジ の 製 品 が

工 程 に 付 さ れ る 際 に 、 局 部 的 な 再 結 晶 化 （ し た が っ て 、 軟 化 お
よ び 歪 （ distortion） ） が 少 な く な る よ う で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 ケ イ 素 も 、 工 程 に お い て 、 不 純 物 と し て 、 代 表 的 に は 約 0.05重
量 ％ ま た は そ れ 以 下 の 濃 度 で 存 在 す る 。 0.05～ 0.20重 量 ％ 、 好 適 に は 0.06～ 0.14重 量 ％ の
ケ イ 素 濃 度 を 得 る に は 、 ケ イ 素 を ス メ ル タ ー 金 属 に 慎 重 に 添 加 す る こ と が で き る 。 鉄 の 場
合 と 、 ケ イ 素 は 、 固 体 ア ル ミ ニ ウ ム へ の 溶 解 度 が 適 度 で あ る た め 、 急 速 に 拡 散 す る
こ と が で き る 。 の 終 了 時 点 で 、 合 金 中 ケ イ 素 の 大 半 が 存 在 す る 。 ケ イ 素 お
よ び 鉄 の 濃 度 は 、 最 終 に お い て 、 電 解 が 最
適 と な る よ う に 選 択 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 こ の 選 択 は 、 粒 細 化 お よ び
鋳 造 の 両 者 密 接 関 係 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 合 金 Fe/Siの 重 量 比 は 、 2.5～ 5.5、 好 適 に は 2.5～ 4.9、 例 え ば 最 大 で 4.5で あ る 。 な ぜ
な ら 、 こ の 範 囲 外 で は 、 が 劣 り う る か ら で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 水 素 は 、 固 体 ア ル ミ ニ ウ ム 中 に 実 質 的 に 不 溶 性 で あ る 。 合 金 中 の 水 素 ガ ス 含 有 量 は 、

の 間 に 、 残 留 液 体 に 強 力 に 分 配 し 、 そ こ で 、 水 素 ガ ス は 、 泡 沫 核 成 し 、 鋳
造 品 に お い て 形 成 す 。 工 業 的 方 法 で 通 常 達 成 さ れ 水 素 ガ ス 濃 度 で は 、
か か る は 、 一 般 に 、 各 粒 ま た は 各 セ ル ま た は 各 の 間 の 境 界
に そ っ て 、 存 在 す る と し て 存 在 す る よ う で あ る 。

は 、 鋳 造 後 、 再 加 熱 の 間 に る 。 本 発 明 者 ら に よ れ ば 、 過 剰 の
は 、 許 容 で き な い ほ ど の 筋 を 電 解 表 面 上 に 形 成 す る で あ ろ う こ と

を 、 見 出 し た 。 溶 融 体 中 に う る 水 素 ガ ス の 最 大 濃 度 は 、 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 鋳
造 品 中 の 粒 構 造 に 依 存 す る 。 溶 融 金 属 中 の 水 素 ガ ス 含 有 量 が ぎ る と 、 粒 界
に お い て 、 を 形 成 す る 傾 向 を 示 す 。 化 さ れ て い な い

の 場 合 の よ う に 、 粒 が 粗 と 、 の 分 布 は 、 電 解
欠 陥 を 引 き 起 こ す の に 充 分 な 粗 さ と な る 。 溶 融 体 中 の 水 素 ガ ス 含 有 量 は 、 鋳 造 の 少 し

前 に 、 溶 融 体 を 脱 ガ ス す る こ と に よ っ て 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 平 版 印 刷 板 用 の 支 持 体 と し て 使 用 さ れ る ア ル ミ ニ ウ ム 板 は 、 化 さ れ て お り 、
こ れ は 、 ２ つ の 重 大 な 理 由 が 存 在 す る 。 化 剤 （ refiner） を 平 版 印 刷 板 用 の
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に 添 加 す る 、 主 要 な 理 由 は 、 皮 ム キ 深 さ に お い て 、 等 軸 状 に 小 さ く （ 約 100μ m
） 不 規 則 に 配 向 す る 粒 を 、 均 一 に 分 布 さ せ る こ と で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 化 剤 の 使 用 に 関 連 す る 付 加 的 な 理 由 も 、 ま た に 関 係 す る 。
粒 の 微 細 で 不 規 則 な 分 布 を 確 保 す る こ と に 加 え 、 鋳 造 品 単 位 容 積 当 た り の 粒 界 の 表 面 積 増
加 （ こ れ は 、 化 剤 の 使 用 に 起 因 す る ） は 、 ま た 、 同 じ 水 素 ガ ス 濃 度 、

化 し て い な い 鋳 造 品 と 比 較 し て 、 鋳 造 品 中 の 細 化 と い う
、 利 点 を 。 前 記 し た よ う に 、 過 剰 の は 、 許 容 で き な い ほ ど の
筋 を 最 終 の 電 解 生 成 物 に も た ら す 。 そ の 結 果 、

は 、 い な い 構 造 よ り も 高 い 濃 度 の 水 素 ガ ス に 対 し 、 耐 性 を 示 す こ
と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 化 剤 を 使 用 し な い 場 合 、 ま た は 化 剤 が 有 効 に 作 用 し な い 場 合 （ 例
え ば 、 不 充 分 な 化 剤 を 添 加 し た 場 合 、 温 度 が あ ま り に も 高 い た め や 、 接 触 時 間
が あ ま り に も 長 い た め や 、 の よ う な 化 剤 に と っ て 有 害 な 元 素 が 存 在 す る た め
に 化 剤 が 有 効 で は な い 場 合 な ど ） 、 羽 毛 状 の 双 晶 ま た は 柱 状 晶 非
常 に 粗 粒 が さ れ る 。 こ の よ う な 粒 の 存 在 は 、 従 来 技 術 で は 、 最 終
合 金 板 の 電 解 の 間 に 、 欠 陥 （ 筋 ） の 形 成 に つ な が る も の と 、 考 え ら れ て い た
。 し か し な が ら 、 本 発 明 者 ら に よ れ ば 、 粗 粒 の 構 造 は 、 そ れ 自 体 、 最 終 の 電 解

に 対 し 、 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い こ と が 、 判 明 し た 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 鋳 造 ア ル ミ ニ ウ ム に お い て 、 ３ つ の 成 長 形 態 が 観 察 さ れ 、 こ れ ら は 、 一 般
に 、 等 軸 形 態 、 柱 状 形 態 お よ び 羽 毛 状 形 態 と 呼 ば れ て い る 。 微 等 軸 粒 は 、 充 分 に

化 し た 材 料 で 。 を 化 し な い 場 合 、 柱 状
形 態 お よ び 羽 毛 状 形 態 は 、 相 互 に 競 合 す る 。 い ず れ が 優 位 で あ る か 、 し た が

っ て 、 い ず れ が 鋳 造 に お い て 観 察 さ れ る か は 、 勾 配 お よ び 合 金 組 成 を 含 め
、 種 々 の フ ァ ク タ ー に 依 存 し 、 羽 毛 状 形 態 は 、 高 い 勾 配 お よ び 合 金 元 素 の 濃 度 で 観 察
さ れ る 傾 向 を 示 す 。 両 方 の 成 長 形 態 は 、 鋳 造 に お い て 比 較 的 粗 粒 構 造
を 形 成 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の ア ル ミ ニ ウ ム は 、 好 適 に は 、 羽 毛 状 粒 ま た は 柱 状 粒 、 ま た
は こ れ ら の 組 み 合 わ せ を 含 み 、 粒 径 は 、 最 も 長 い 方 向 で 測 定 し て 、 500μ mを 超 え る 粒 径 と
す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 柱 状 型 の 成 長 に つ い て は 、 現 れ る 粒 は 、 の 配 列 を 含 み 、 こ れ は 、 局 部
的 な 熱 流 の 方 向 に 成 長 し 、 の 軸 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム の 結 晶 軸 方 向 ＜ 100＞ と 平
行 で あ る 。 他 方 、 羽 毛 状 晶 （ す な わ ち 、 羽 毛 状 粒 ） は 、 そ の 特 異 的 な 形 態 の た め 、 交
互 に 境 界 と 非 境 界 と
を 一 般 に 約 100μ mの 間 隔 を お い て 含 む 、 平 行 で 双 晶 を 含 ん で な る 。 こ の タ イ プ の 双
晶 は 、 非 常 に 特 異 的 で あ っ て 、 鋳 造 材 料 他 の タ イ プ の 粒 、 存 在 し な い 。 （ こ
の 双 晶 が 存 在 た め 、 羽 毛 状 結 晶 ／ 粒 ／ 成 長 な る 用 語 は 、 し ば し ば 、 双 晶 結 晶 ／

粒 ／ 成 長 と 、 同 義 に 用 い て い る ） 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 羽 毛 状 の 「 粒 」 は 、 数 セ ン チ メ ー ト ル の 寸 法 を 有 す る こ と が で き る （ 本 明 細 書 に 用
い ら れ る 「 粒 径 」 な る 用 語 は 、 一 般 に 、 鋳 造 方 向 を 横 断 す る 測 定 し た も
の で あ る ） 。 合 金 板 に つ い て は 、 皮 ム キ 領 域 に お い て 、 最 小
の 、 約 3ま た は 4 cmで あ る 。 極 端 な 場 合 に は 、 羽 毛 状 粒 は 、 シ ェ ル 区 域 の 境 界
か ら 、 全 幅 を 横 断 す る 中 心 ま で 成 長 す る こ と が で き る 。 柱 状 粒
に つ い て は 、 横 断 、 100μ mの オ ー ダ ー か ら 、 数 ミ リ メ ー ト ル （ 例 え ば 、 約 5 
mm） ま で の 範 囲 と す る こ と が で き る 。 長 さ に 関 し て は 、 い ず れ の 場 所 で も 、 約 0.5 mm～ 数
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セ ン チ メ ー ト ル で あ る 。 柱 状 粒 は 、 代 表 的 に は 、 長 さ ／ 幅 の ア ス ペ ク ト 比 が 、 少 な く
と も 2で 、 し ば し ば 5を 超 え る 。 化 さ れ て い な い で は 、 柱 状 粒 は
、 シ ェ ル 区 域 内 に お い て 、 長 さ 約 1～ 1.5 cmま で で 存 在 で き 、 ま た 恐 ら く は シ ェ ル 区 域 を
超 え て 存 在 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 合 金 の 鋳 造 は 、 し ば し ば 鋳 造 法 で 行 な う こ と が で き る 。 鋳 造 速 度 は 、 局 部 的 な 速
度 お よ び 冷 却 速 度 に 影 響 を 与 え る 。 こ の パ ラ メ ー タ ー は 、 （ 実 際 に 達 成 可 能 な 鋳 造 速 度
の 範 囲 に お い て ） 、 鋳 造 に よ っ て 達 成 さ れ る 固 溶 体 レ ベ ル に 対 し 、 殆 ど 影 響 を 与 え な い が
、 金 属 間 相 に 対 し 、 著 し い 作 用 を 与 え う る 。 こ の 合 金 系 で は 、 平 相 は 、 通 常 、 単
斜 晶 Al１ 3 Fe 4 （ 正 確 な 組 成 に 依 存 ） で あ る 。 し か し な が ら 、 穏 や か な 速 度 で は 、 上 記
物 質 は 、 種 々 の 準 安 定 相 、 例 え ば 斜 方 晶 Al６ Feお よ び 正 方 晶 Al m Fe（ mの 正 確 な 数 値 は 、 不
明 で あ る が 、 恐 ら く は 約 4.5で あ る 。 ） に よ っ て 置 換 さ れ る 。 速 度 が 内 の
距 離 に よ っ て 減 衰 す る に つ れ て 、 あ る 準 安 定 相 か ら 別 の 準 安 定 相 へ の 転

を 達 成 す る こ と が で き る 。 Al６ Feか ら Al１ 3 Fe４ へ の 転 は 、 非 常 に な だ ら か
で あ る た め 、 一 般 に 問 題 は 、 起 こ ら な い 。 こ れ と は 対 照 的 に 、 Al６ Feか ら Al m Feへ の 転
は 、 非 常 に 急 激 で あ る た め 、 １ つ の 相 を 優 先 的 に 含 有 す る 各 領 域 間 に お い て 、 非 平 面 形 で
、 非 常 に 可 変 的 で 巨 視 的 な 境 界 を 形 成 す る 。 皮 ム キ 処 理 が 、 異 な る 相 隣 接 領
域 、 最 終 の 電 解 の 欠 陥 が 見 ら れ る 。 Al m Feを 含
む 領 域 は 、 し ば し ば 「 も み の 木 区 域 」 と 呼 ば れ て い る （ こ れ は 、 の 垂 直 に
お い て 見 ら れ る 特 徴 的 な エ ッ チ ン グ パ タ ー に 起 因 す る ） 。 そ の 結 果 、 鋳 造 は 、

の 皮 ム キ 深 さ に お い て 、 Al m Fe形 成 の 危 険 を 回 避 す る よ う に 、 選 択 さ れ る 。 本 発 明 に
よ れ ば 、 所 定 の 鉄 組 成 お よ び ケ イ 素 組 成 に つ い て お よ び 化 合 金 に お い て 、

Al m Feが 形 成 す る 臨 界 鋳 造 速 度 が 存 在 す る こ と が 、 判 明 し た 。 ケ イ 素 濃 度 が 増
加 す る に つ れ て 、 こ の 臨 界 速 度 は 、 減 少 す る 。 臨 界 速 度 よ り も 遅 い 速 度 で 鋳 造 す る こ と に
よ っ て 、 有 害 な も み の 木 区 域 の 形 成 を 回 避 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 本 発 明 の 組 成 は
、 好 適 に は 、 Al m Feを 含 ま な い 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し か し な が ら 、 Al m Fe相 の 形 成 は 、 鋳 造 速 度 で は な い 。 ま た 、

は 、 こ の 相 の 形 成 の た め に 化 す る 必 要 が あ る こ と が 知 ら れ て い る （ そ の
理 由 は 、 充 分 に は 理 解 さ れ て い な い ） 。 化 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 に お い て 、 （ 皮 ム
キ 深 さ も み の 木 構 造 の 形 成 を 回 避 す る た め の ） 最 大 可 能 な 鋳 造 速 度 は 、 不 都 合 な ほ
ど に ゆ っ く り で あ る 。 本 発 明 の 目 的 は 、 平 版 印 刷 板 用 の 支 持 体 と し て 使 用 さ れ る ア ル ミ ニ
ウ ム 合 金 板 に 圧 延 す る の に 適 合 し た 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で あ っ て 、 一 般 に 従 来
技 術 で 可 能 で あ っ た も の よ り も よ り 速 い 鋳 造 速 度 で 鋳 造 さ れ る ア ル ミ ニ ウ ム 合 金

を 提 供 す る こ と で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る 工 程 は 、 化 さ れ て い な い ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 使 用 す
る こ と に よ っ て な さ れ る 。 化 は 、 そ の 程 度 が 問 題 と な り 、 Al m Fe相 形 成

必 要 な 量 の 化 剤 は 、 実 質 的 な 化 作 用 を 達 成 す る の に 必 要
な 量 と 、 等 し い か そ れ よ り も 多 い 。 そ の 理 由 は 、 充 分 に は 理 解 さ れ て い な い が 、 Al m Fe相
の 形 成 は 、 微 細 で 実 質 的 に 等 軸 粒 の 存 在 に よ っ て 、 促 進 さ れ る よ う で あ る 。 羽 毛 状 ま
た は 柱 状 粒 ま た は こ れ ら の 組 み 合 わ せ は 、 上 記 相 の 形 成 に と っ て 好 ま し く は な い 。 Ti
B 2 の よ う な 化 剤 物 質 の 単 な る 存 在 は 、 Al m Fe相 の 形 成 を 促 進 す る の に 充 分 で は
な い よ う で あ る 。 化 剤 物 質 は 、 鋳 造 に よ っ て 代 表 的 に 達 成 さ れ る 鋳 造 速 度 に
お い て 上 記 相 が 見 ら れ る 、 実 質 的 に 化 が 得 ら れ る の に 充 分 な 量 お よ び 条
件 下 に 、 存 在 す る 必 要 が あ る 。 本 発 明 に お い て 用 い ら れ る 「 化 さ れ な い （ 非 -

化 ） 」 な る 用 語 は 、 、 化 剤 に よ っ て 処 理 さ れ な い こ と
お よ び ／ ま た は 実 質 的 に 全 て の 粒 が 羽 毛 状 ま た は 柱 状 粒 ま た は そ れ ら の 組 み 合 わ
せ で あ る 粒 構 造 を 有 す る こ と を 、 意 味 す る 。 （ 場 合 に よ り 、 等 軸 粒 は 、 非 -

化 の 中 央 に お い て 見 ら れ る が 、 こ の 等 軸 粒 は 、 合 金 板 の 表 面 特

(6) JP 2003-500543 A5 2007.7.12

結 晶
結 晶 粒 微 細 イ ン ゴ ッ ト 結 晶

DC 凝 固
DC

化 合 物 衡
凝 固

凝 固 イ ン ゴ ッ ト
立 体 移 (spatial t

ransition) 移
移

種 類 の が す る
を 表 面 に 露 出 す れ ば 厚 さ グ レ イ ニ ン グ ま た

イ ン ゴ ッ ト 断 面
手 順 イ ン ゴ

ッ ト
結 晶 粒 微 細 こ れ

を 超 え る と

の 有 無 の み 決 ま ら イ ン ゴ
ッ ト 結 晶 粒 を 微 細

結 晶 粒 微 細
で の 、

イ ン ゴ ッ ト
イ ン ゴ ッ

ト

結 晶 粒 微 細
結 晶 粒 微 細 を 引 き

起 こ す の に 結 晶 粒 微 細 結 晶 粒 微 細

結 晶
結 晶

結 晶 粒 微 細
結 晶 粒 微 細 DC

よ う に 結 晶 粒 微 細
結 晶 粒 微 細

結 晶 粒 微 細 イ ン ゴ ッ ト が 結 晶 粒 微 細
結 晶 結 晶

結 晶 結 晶 結 晶
粒 微 細 イ ン ゴ ッ ト 結 晶 圧 延



性 に 対 し 、 何 ら 作 用 を 及 ぼ さ な い 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス メ ル タ ー 金 属 は 、 代 表 的 に は 、 約 2 ppmの ホ ウ 素 を 含 有 す る こ と が で き る 。 非 -

化 合 金 は 、 一 般 に 約 5 ppm未 満 の ホ ウ 素 し か 含 有 し て い な い か 、 ま た は 実 質 的 に 何 ら
、 化 剤 （ 例 え ば 、 二 ホ ウ 素 チ タ ン 、 炭 化 チ タ ン な ど ） の 粒 子 を 含 ん で な い か 、
ま た は 実 質 的 に 化 剤 の が な さ れ て い な い 。 平 版 印 刷 板 用 の 支 持 体 と し て 使
用 さ れ る 、 非 - 化 は 、 0.004%未 満 の Ti、 好 適 に は 0.0030%未 満 の Ti、
恐 ら く は 0.0025%未 満 Tiし か 、 含 ん で い な い 。 こ れ と は 対 照 的 に 、 化

は 、 通 常 0.005%ま た は そ れ 以 上 の Tiを 含 ん で い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 平 版 印 刷 板 用 の は 、 金 属 鋳 造 品 1ト ン 当 た り 、 約 0.5～ 2 kgの 比 が 3:1
ロ ッ ド の 鋳 造 機 （ launder） へ の 添 加 に よ っ て 、 化 す る
こ と が で き る 。 種 々 の 他 の 添 加 も 実 施 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 Tiワ ッ フ ル （ waffle）
を 、 炉 に 添 加 す る か 、 ま た は AlTi5B1ロ ッ ド を に 添 加 す る こ と が で き る 。 他 の

化 剤 、 例 え ば Al6Ti、 お よ び TiC含 有 化 剤 を 使 用 す る こ と が で き る 。
化 剤 の 添 加 は 、 こ の 化 剤 が 活 性 化 す る よ う な 条 件 下 に 、 化

を 引 き 起 こ す の に 充 分 な 量 で 実 施 す る 必 要 が あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 鋳 造 速 度 の 増 加 を 可 能 と さ せ る 一 方 、 非 - 化 合 金 は 、 そ の
金 属 中 の 水 素 含 有 量 に 注 意 を 払 う べ き で あ る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金

は 、 一 般 に 0.25 ml/金 属 100 g以 下 、 例 え ば 0.20 ml/100g未 満 、 好 適 に は 0.18 ml/100
g以 下 , 理 想 的 に は 0.15 ml/l00 g未 満 の 水 素 含 有 量 を 有 す る こ と が で き る 。 イ ン ラ イ ン 脱
ガ ス 処 理 前 、 炉 か ら 金 属 中 の 水 素 含 有 量 は 、 代 表 的 に は 、 0.25～ 0.35 ml/100 
gで あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 炉 の 溶 存 水 素 量 を 減 少 さ せ る 、 １ つ の 方 法 は 、 炉

を 用 い る 方 法 で あ る 。 例 え ば 、 キ ャ リ ヤ ー ガ ス （ 一 般 に 、 窒 素 -塩 素 混
合 物 ） を 、 ラ ン ス に 沿 っ て 、 液 体 金 属 中 に バ ブ リ ン グ さ せ る 。 水 素 は 、 キ ャ リ ヤ ー ガ ス が
液 体 金 属 中 を 通 過 す る に つ れ て 、 こ の 液 体 金 属 か ら キ ャ リ ヤ ー ガ ス 中 に 移 動 す る こ と が で
き る 。 し か し な が ら 、 炉 に よ っ て 、 低 く か つ 一 定 の 水 素 濃 度 は
、 達 成 す る こ と が で き な い 。 な ぜ な ら 、 ガ ス の 注 入 を 停 止 す る と 、 水 素 の 再 吸 収 が 急 速 に
起 こ る か ら で あ る 。 し た が っ て 、 鋳 造 前 に 、 低 濃 度 の 溶 融 金 属 中 水 素 を 達 成 す る に は 、 イ
ン ラ イ ン 脱 ガ ス 法 を 使 用 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 イ ン ラ イ ン 脱 ガ ス 処 理 は 、 が ラ ウ ン ダ ー を 介 し 炉 か ら 鋳 造 ヘ ッ ド に 移 動 す る
に 、 溶 融 金 属 に 対 し す る こ と が で き る 。 脱 ガ ス 機 を 通 過 し た の ち 、 溶 融 金 属 は 、 周 囲
の 雰 囲 気 に 対 し 比 較 的 短 い 時 間 だ け し か 暴 露 さ れ な い た め 、 水 素 ガ ス の 再 吸 収 は 、 小 さ い
。 前 記 と 同 様 に 、 水 素 の 除 去 は 、 溶 融 金 属 中 に 注 入 し た キ ャ リ ヤ ー ガ ス （ ア ル ゴ ン -塩 素
混 合 物 ） へ の 移 動 を 介 し て な さ れ 、 こ の 際 に 、 ロ ー タ ー シ ス テ ム を 用 い 、 激 し く 撹 拌 し て
微 粒 子 形 態 の 泡 沫 を 形 成 し 、 こ れ に よ り 、 充 分 な 水 素 除 去 を 確 こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 市 販 の イ ン ラ イ ン 脱 ガ ス シ ス テ ム は 、 多 数 存 在 す る 〔 例 え ば 、 Alpur, SNIF. Hycast an
d ACD （ Alcan Compact Degasser） 〕 。 達 成 可 能 な 出 口 水 素 濃 度 は 、 各 事 例 の 入 口 水 素 含
有 量 に 依 存 す る 一 方 、 効 率 的 に は 50～ 60％ で あ り 、 出 口 水 素 ガ ス 濃 度 0.10～ 0.15 ml/100g
が 一 般 的 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 鋳 造 前 に 溶 融 金 属 中 の 水 素 含 有 量 を 測 定 す る 方 法 は 、 実 質 的 に ２ つ 存 在 す る 。 第 １ に 、
試 料 を 採 取 し 、 し 、 次 い で 、 LECO（ 登 録 商 標 ） な ど の 実 験 機 器 を 用 い て 測 定 す る こ と
が で き る 。 し か し な が ら 、 鋳 造 （  shop ） に 、 オ ン ラ イ ン 情 報
を 得 る た め 、 プ ロ ー ブ を 溶 融 金 属 中 に 浸 漬 す る 。 不 活 性 キ ャ リ ヤ ー ガ ス （ 窒 素 ） を 、 プ ロ
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ー ブ 内 部 に 再 循 環 さ せ る 。 水 素 は 、 液 体 金 属 か ら 、 プ ロ ー ブ 内 部 の キ ャ リ ヤ ー ガ ス に 移 動
す る こ と が で き る 。 平 が 達 成 さ れ る と 、 キ ャ リ ヤ ー ガ ス の 水 素 含 有 量 は 、 導 電 率 の
測 定 に よ っ て 決 定 す る 。 こ の 測 定 値 か ら 、 合 金 組 成 お よ び 温 度 に 関 し て 適 切 に 補 正 す る と
、 溶 融 金 属 の 水 素 含 有 量 を 求 め る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 固 体 試 料 中 、 水 素 濃 度 の 測 定 は 、 通 常 、 LECO装 置 を 用 い て 実 施 す る こ と が で き る 。 標 準
寸 法 お よ び 標 準 形 態 の 固 体 試 験 片 を 、 窒 素 の 流 動 下 溶 融 さ せ る 。 溶 融 し た 金 属 か ら
、 水 素 は 、 ガ ス 流 に 移 動 す る 。 前 記 し た よ う に 、 試 料 の 水 素 含 有 量 は 、 キ ャ リ ヤ ー ガ ス の
導 電 率 の 測 定 に よ っ て 求 め る こ と が で き る 。 標 準 寸 法 お よ び 標 準 形 態 の 使 用 は 、 重 要 で あ
る 。 な ぜ な ら 、 当 該 方 法 は 、 試 料 表 面 上 に 存 在 す る 湿 分 の に よ っ て 、 表 面 積 ／ 容 積 の
比 率 影 響 を 受 け や す い か ら で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 合 金 板 中 の 水 素 含 有 量 は 、 直 接 測 定 が 非 常 に 困 難 で あ る 。 し か し な が ら 、 水 素 含 有
量 が 好 適 に も 低 い か ら 得 ら れ る 合 金 板 は 、 が 実 質 的
に 存 在 し な い こ と を 特 徴 と し 、 そ れ に も か か わ ら ず 存 在 し う る は 、
電 解 の 間 に 筋 を 形 成 す る の 充 分 な 量 で は な い 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ３ 】
　 平 版 印 刷 板 用 の 支 持 体 を 製 造 す る に は 、 ま ず 、 所 要 組 成 の 合 金 を 、 脱 ガ ス し 、 次 い で 、
溶 融 金 属 が 湿 分 と 実 質 的 に 反 応 し て 水 素 濃 度 が 上 昇 す る 機 会 が 生 じ る 前 に 、 直 ち に 、 鋳 造
す る 。 鋳 造 は 、 好 適 に は 、 法 に よ っ て 行 な う 。

高 い 生 産 量 と 、 低 い コ ス ト と を 達 成 す る に
は 、 鋳 造 速 度 を 可 能 な 限 り 速 く す べ き で 、 そ の 上 限 は 、 冶 金 学 的 考 慮 よ り も む し ろ 振 れ

お よ び 安 全 お よ び の 細 に よ っ て 決 定 さ れ る 。 好 適 な 鋳 造
速 度 は 、 55 mm/分 、 例 え ば 60～ 100 mm/分 、 特 に 約 80 mm/分 で あ る 。
は 、 均 質 化 す る こ と が で き る 。 得 ら れ た の 圧 延 面 は 、 皮 ム キ 処 理 し て 表 面 の 粗
さ 、 シ ェ ル 区 域 お よ び 望 ま し く な い 粒 構 造 （ 一 般 に 深 さ 約 10～ 20 mm） を 除 去 す る 。
次 い で 、 を 、 常 法 に 従 い 、 合 金 板 に 圧 延 し （ 例 え ば 、 熱 間 圧 延 お よ び 冷 間 圧 延
に よ る 平 版 印 刷 板 へ の 圧 延 ） 、 所 望 に よ り 、 中 間 焼 鈍 処 理 を 行 な い 、 特 に 、 固 溶 体 中 の 鉄
分 を 制 御 し て 、 好 適 な 範 囲 0.0012～ 0.0060％ を 得 、 所 望 の 最 終 厚 み （ 代 表 的 に は 、 0.1～ 0
.75 mm） に 処 理 す る こ と が で き る 〔 Thermo Electric Power a Hand for Metallurgists, 
F R Boutin, S Demarker and B Meyer-Vienna Conference 1981、 参 照 〕 。 こ の 方 法 に よ
っ て 測 定 し た 鉄 含 有 量 は 、 ケ イ 素 お よ び 不 純 物 元 素 の 影 響 に つ い て 補 正 す る 必 要 が あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ４ 】
　 得 ら れ た 合 金 板 の 表 面 は 、 例 え ば 機 械 的 な に 、 よ り 好 適 に は 電 解

に 、 塩 酸 、 よ り 好 適 に は 硝 酸 電 解 液 を 用 い 、 粗 面 化 し て 、 平 版 印 刷 板 用
の 支 持 体 を 製 造 す る こ と が で き る 。 本 発 明 に と っ て 必 須 で は な い が 、 粗 面 化 表 面 は 、 陽 極
酸 化 処 理 し 、 次 い で 、 フ ォ ト ク ロ ミ ッ ク 層 で 被 覆 処 理 し て 、 平 版 印 刷 板 を 製 造 す る こ と が
で き る 。 こ の 処 理 は 、 本 発 明 の 好 適 な 態 様 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 別 の 要 旨 に よ れ ば 、 本 発 明 は 、 平 版 印 刷 板 用 の 支 持 体 と し て 使 用
さ れ る 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 含 有 鋳 造 材 料 で あ っ て 、
　 上 記 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 は 、 そ の 成 分 と し て 、
Si 0.05～ 0.20重 量 ％ 、 好 適 に は 0.06～ 0.14重 量 ％
Fe 0.15～ 0.40重 量 ％ 、 好 適 に は 少 な く と も 0.2重 量 ％
他 の 成 分  0.05重 量 ％ で 、 、 合 計 0.15重 量 ％
Al 残 部

、
　 当 該 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 料 （ ） は 、 化 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と
す る 材 料 を 提 供 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ６ 】
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イ ン ゴ ッ ト 圧 延 マ イ ク ロ ポ ロ シ テ ィ ー

マ イ ク ロ ポ ロ シ テ ィ ー
グ レ イ ニ ン グ に

DC 結 晶 粒 微 細 化 剤 を 用 い て お ら ず 、 鋳 造 速
度 は ク リ テ ィ カ ル な 問 題 (critical)で は な い 。

値
(run out)の リ ス ク 性 実 用 上 目 DC

を 上 回 る イ ン ゴ ッ ト
イ ン ゴ ッ ト

結 晶
イ ン ゴ ッ ト

グ レ イ ニ ン グ よ っ て グ
レ イ ニ ン グ よ っ て

DC

各 成 分 そ れ ぞ れ が 以 下 か つ が 以 下

で あ り
イ ン ゴ ッ ト 結 晶 粒 微 細



　 Fe／ Siの 重 量 比 は 、 2.5～ 5.5、 好 適 に は 2.5～ 4.9と す る こ と が で き る 。 Fe／ Siの 重 量 比
の 上 限 値 は 、 よ り 好 適 に は 、 4.5で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ７ 】
（ 実 施 例 ）
　
　 ２ つ の 210mm× 86mm〔 AA 1050A （ Al-0.3重 量 ％ 、 Fe-0.1重 量 ％  Si） 〕 を 、 8
0 mm／ minの 速 度 で 、 化 剤 並 び に イ ン ラ イ ン 脱 ガ ス 処 理 を 用 い ず に 、 DC鋳 造 し
た 。 は 、 そ の 部 分 に お い て 羽 毛 状 粒 構 造 を 有 す る と 共 に 、

表 面 付 近 に お い て 柱 状 粒 お よ び 等 軸 粒 が 混 し て い た 。 羽 毛 状 粒 は 、 非 常
に 大 き く 、 そ の い く つ か は 、 長 さ が 40 mmを え 、 幅 が 30 mmを え 、

領 域 内 に 充 分 に 延 在 し て 。 存 在 す る 相 は 、 Al６ Feお よ び Al３ Feで あ
。 Al m Feは 、 検 出 さ れ ず 、 ま た も み の 木 構 造 も 存 在 し な い （ こ れ ら は 、 エ ッ チ ン グ し

た ス ラ イ ス の 観 察 お よ び 相 分 析 基 ） 。 中 の 水 素 濃 度 は 、
0.25 ml/100 gで あ 。 一 方 の は 、 500℃ × 24時 間 （ 最 小 で 500℃ × 4時 間 ） で
均 質 化 し 、 他 方 の は 、 600℃ × 24時 間 （ 最 小 で 600℃ × 4時 間 ） で 均 質 化 し た 。
次 い で 、 両 方 の を 、 熱 間 お よ び 冷 間 圧 延 し て 、 厚 み 0.3 mmを 得 （ 2.2 mmで 中 間
焼 鈍 ） 、 合 金 板 を 、 硝 酸 中 で 電 解 し た 。 筋 表 面 れ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ８ 】
　
　 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 AA1050Aの 合 金 板 〔 厚 み  600 mmお よ び 幅 1,300 mm〕 を
、 法 に 、 工 業 的 規 模 の 設 備 を 用 い 、 化 剤 を い ず れ 鋳 造 プ ロ セ ス

で も 用 い ず に 、 鋳 造 し た 。 １ つ の を 、 速 度 50～ 55 mm/分 で 鋳 造 し 、 ６ つ
の を 、 速 度 70～ 75 mm/分 で 鋳 造 し た 。 加 え て 、 対 照 試 料 と し て 、 を
、 速 度 50～ 55 mm/分 で 鋳 造 し た 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ９ 】
　 化 剤 を 用 い な い ６ つ の お よ び 化 剤 を 添 加 し た １ つ の 対
照 に つ い て 、 イ ン ラ イ ン 脱 ガ ス 法 を 用 い て 、 0.15 ml/100 g以 下 の 水 素 濃 度 を
達 成 し た 。 化 剤 を 用 い ず に 高 速 で 鋳 造 し た の う ち 、 １ つ は 、 慎 重 に
制 御 す べ き 水 素 含 有 量 が 0.15 ml/100 gを 越 え て い た 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ０ 】
　 鋳 造 の の ち 、 ス ラ イ ス を 、 鋳 造 方 向 に 対 し 垂 直 に 切 り 取 り 、 エ ッ チ ン グ し て
、 非 - 化 の 粒 を 顕 在 化 さ せ た 。 当 該 鋳 造 法 に お い て 、

化 剤 を 用 い て い な い た め 、 は 、 粗 粒 構 造 、 特 に 羽 毛 状 型 ま た は 双 晶 型
の 粒 構 造 を 有 す る 一 方 、 双 晶 柱 状 粒 を 含 ん で い 。 粒 径 は 、

の 領 域 で は 、 大 き く 、 約 350 mmほ ど で あ 。 加 え て 、 微 構 造 の 観 察 を 行 な っ て 、
鋳 造 し た ま ま の 微 構 造 中 に 存 在 す る 金 属 間 粒 子 の 相 を 決 定 し た 。 皮 ム キ 深
さ （ 約 20 mm） に お い て 、 Al 1 3 Fe４ お よ び Al６ Fe を 検 出 す る 一 方 、 Al m Fe相 は 、 全 く 存
在 し な か っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ １ 】
　 を 深 さ 約 20 mmで 皮 ム キ 処 理 し 、 均 質 化 処 理 し 、 次 い で 熱 間 お よ び 冷 間 圧 延
し て 、 最 終 約 0.3 mmを 得 た 。 冷 間 圧 延 コ イ ル を 、 バ ッ チ 、 中 間 2.2 mm
で 焼 鈍 し た 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ２ 】
　 最 終 の 合 金 板 を 、 標 準 法 に 従 い 、 硝 酸 中 で 電 解 し た 。 鋳
造 速 度 が 速 く 、 か つ 出 発 に お い て 粗 く 不 均 一 な 粒 構 造 が 存 在 す る に も 拘 ら
ず 、 最 終 の 合 金 板 は 、 電 解 が 均 一 で あ っ て 、 か つ 表 面 に 筋 が 存 在 し な

た 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ３ 】
　 鋳 造 中 水 素 濃 度 の 分 析 結 果 を 、 以 下 の 表 １ に 示 す 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ４ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 　 　 【 ０ ０ ４ ５ 】
　 非 - 化 材 料 は 、 0.003％ の Tiお よ び 0.0002％ の Bを 含 む 。
　 こ の 実 施 例 で は 、 さ れ な か っ た が 、 以 前 の 試 験 で は 、 鋳 造 速 度 75 mm/分 の
化 は 、 電 平 版 印 刷 板 に お い て 、 筋 を 形
成 す る 傾 向 が よ り 大 き い こ と た 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ６ 】
　
　 実 施 例 2の 方 法 に 従 い 、 0.3 mm の 合 金 板 試 料 を 、 非 - 化 か ら 製
造 し た 。 測 定 値 約 300× 210 mmの 試 験 片 を 、 タ ッ カ ー 腐 食 液 （ 45%HC1, 15% HNO 3 , 15% HF

水 溶 液 ） に よ っ て エ ッ チ ン グ し て 、 粒 構 造 を 顕 在 化 し た 。 試 験 片 は 、 顕 微 鏡 ス
ケ ー ル で は 正 に 筋 が 見 ら れ 、 試 験 片 全 長 に 沿 っ て す る 数 ミ リ メ ー ト ル 幅 の バ ン ド が い
く つ か た 。 こ の エ ッ チ ン グ に よ る 筋 が 存 在 す る に も 拘 ら ず 、 従 来 法 に 従 い 、 硝 酸
中 電 解 す る と 、 何 ら 筋 形 成 の が 見 ら れ な い 、 満 足 の ゆ く 外 観 を 有 す る
合 金 板 試 験 片 を 製 造 す る こ と が で き た 。 こ の 実 験 事 実 は 、 バ ン ド 粒 構 造
で は 電 解 に よ り 筋 が 伴 う と い う 、 従 来 か ら の 技 術 的 常 識 か ら 見 る と 、 驚 く べ
き 結 果 で あ る 。
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